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「
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
」in 

豊
島

「
ラ
イ
オ
ン
＝
国
家
権
力
」「
檻
＝
憲
法
」で
語
る
日
本
国
憲
法

る
。
大
き
な
力
を
持
つ
「
ラ
イ
オ
ン
」
が

暴
れ
て
、
私
た
ち
国
民
に
噛
み
つ
い
た
り

し
な
い
よ
う
に
、「
ラ
イ
オ
ン
」
が
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
、
し
て
も
い
い
こ
と
、
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
、
私
た

ち
と
「
ラ
イ
オ
ン
」
と
の
間
で
約
束
を
交

わ
し
た
契
約
書
が
「
憲
法
＝
檻
」
で
あ
る
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
間
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
は
、「
ラ
イ
オ
ン
＝
国
家
権

力
」
を
「
檻
＝
憲
法
」
で
拘
束
し
、
国
家

権
力
こ
そ
が
憲
法
の
下
（
檻
の
中
）
に
い

て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が

立
憲
主
義
で
あ
る
。

　
「
ラ
イ
オ
ン
＝
国
家
権
力
」
が
「
檻
＝

憲
法
」
の
中
に
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
、
自
分
の
価
値
観
に
従
っ
て
自
由

に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
基
本
的
人

権
の
保
証
）。「
ラ
イ
オ
ン
＝
国
家
権
力
」

を
批
判
し
て
も
、
襲
わ
れ
る
こ
と
も
な
い

（
表
現
の
自
由
）。
ま
た
、
人
間
ら
し
く
幸

せ
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
平
和
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
ラ
イ
オ
ン
が
勝
手
に
檻
を

出
て
戦
争
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
（
平

和
主
義
）。
ま
た
、
権
力
が
集
中
し
な
い

よ
う
に
、「
檻
＝
憲
法
」
の
中
に
は
、
内

閣
・
国
会
・
裁
判
所
（
３
匹
の
ラ
イ
オ

ン
）
が
い
て
、
互
い
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ

「
憲
法
＝
檻
」
は

な
ぜ
必
要
か

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
か
け
が
え
の
な

い
存
在
と
し
て
生
ま
れ
、
誰
も
が
人
間
ら

し
く
幸
せ
に
生
き
る
権
利
を
有
し
て
い
る

（
基
本
的
人
権
）。
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
違
う

人
々
が
、
平
和
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
仕
切
り
役
が
必
要
で
、
私
た
ち
が
仕

切
り
役
に
適
し
た
「
ラ
イ
オ
ン
＝
国
家
」

を
選
び
、
権
力
を
与
え
、
ル
ー
ル
＝
法
律

を
つ
く
る
な
ど
政
治
を
任
せ
て
い
る
（
社

会
契
約
）。

　

し
か
し
、
権
力
は
濫
用
さ
れ
が
ち
で
あ

う
に
な
っ
て
い
る（
三
権
分
立
）。し
か
し
、

現
在
、
こ
れ
ら
の
し
く
み
は
、
十
分
に
機

能
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

「
憲
法
」
は

私
た
ち
の
も
の

　

私
た
ち
は
、
常
に
「
ラ
イ
オ
ン
＝
国
家

権
力
」
が
、「
檻
＝
憲
法
」
の
中
に
い
る

か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。「
檻
＝
憲
法
」
か
ら
は
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
な
ら
ば
、「
危
険
だ
！

お
か
し
い
」「
契
約
不
履
行
だ
」
と
声
を

出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

国
民
主
権
原
理
に
立
脚
す
る
「
憲
法
」

を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
私
た

ち
で
は
な
く
、
断
じ
て
国
家
権
力
な
の
で

あ
る
。

　

翻
っ
て
、
自
民
党
が
進
め
て
い
る
憲
法

改
正
の
中
身
は
、
果
た
し
て
私
た
ち
の
も

の
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
憲
法
を
変

え
る
こ
と
も
、
誰
か
が
勝
手
に
決
め
る
の

で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
が
中
身
を
し
っ

か
り
見
極
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

（
国
民
投
票
）。

　
「
憲
法
は
、
政
府
の
権
力
を
制
限
し
国

民
の
人
権
を
保
障
す
る
と
い
う
立
憲
主

義
思
想
に
基
づ
き
、
政
治
権
力
の
乱
用

を
防
ぎ
、
国
民
の
自
由
や
権
利
を
守
る

も
の
」
で
あ
る
。
憲
法
記
念
日
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
、
私
た
ち
は
、
私
た
ち
が
つ

く
っ
た
「
日
本
国
憲
法
」
に
つ
い
て
、
多

面
的
な
切
り
口
で
考
え
て
み
る
機
会
と
し

た
い
。

豊
島
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

区
議
会
議
員
　
村
上
の
り
子

　

１
９
４
７
年
５
月
３
日
、「
日
本
国
憲
法
」
施
行
の
翌
年
、
同
日
は
憲
法
記
念
日
と
さ
れ
た
。
こ
の
「
日
本
国
憲
法
」
に
、
改

正
の
大
き
な
動
き
が
あ
る
。
今
こ
そ
あ
ら
た
め
て
何
度
で
も
、
私
た
ち
は
、
そ
も
そ
も
「
日
本
国
憲
法
」
と
は
何
か
、
そ
の
本

旨
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
各
地
で
パ
ペッ
ト
人
形(puppet)

を
使
っ
て
、
主
に
中
学
生
以
上
を
対

象
に
、
わ
か
り
や
す
く
憲
法
の
話
を
し
て
い
る
楾
大
樹(

は
ん
ど
う
・
た
い
き)

弁
護
士
を
３
月
17
日
、
豊
島
区
池
袋
に
招
い
た
。

弁護士の楾大樹さんを講師に開催した、憲法カフェ「檻の中のライオン」。右は、司会を務めた豊島・生活者ネッ
ト区議の村上のり子。3月 17日、IKE・Bizとしま産業振興プラザで

日野ネット
市議・白井なおことおしゃべりカフェ
5 月 11 日（金）14：00 ～ 15：30　日野・生活
者ネット事務所（豊田駅）　042-514-8695

江東ネット
上映会「日本国憲法」
5 月 13 日（日）13：30 ～　江東区文化センター 4
階第 3 会議室（東陽町駅）　500 円　03-3636-9044

杉並ネット
自宅で介護する人（ケアラー）の支援ということ
5 月 16 日（水）10：30 ～ 12：30　 杉 並・生
活者ネット事務所（南阿佐ヶ谷駅）　お話：牧
野史子　03-5377-5080

豊島ネット
公民の教科書を読む会
5 月 26 日（土）14：00 ～ 16：00　 豊 島・生
活者ネット事務所（要町駅）　500 円　
03-5917-4272

世田谷ネット
香害から身を守るには！
5 月 26 日（土）14：00 ～ 16：00　成城ホー
ル 4 階会議室（成城学園前駅）　500 円　
03-3420-0737

西東京ネット
「それでも僕は帰る　シリア 若者たちが求め続

けたふるさと」上映会
5 月 27 日（日）① 13：15 ～　② 15：00 ～
プラス・ド・パスレル（バス停・保谷庁舎前）
1000 円、子ども・学生 500 円　042-453-4121

練馬ネット
学習会　ワクチンについて考える（仮題）
5 月 27 日（日）14：00 ～ 16：00　石神井公
園区民交流センター会議室 2・3（石神井公園駅）
講師：古賀真子、母里啓子　500 円　
03-3993-4899　

大田ネット
OTA 未来カフェ　子育て環境を語り合う
5月31日（木）10：00 ～ 12：00　ライフコミュニティ
西馬込会議室（西馬込駅）　03-6424-7561

■与党が検討している「厚生年金への地方議会議員の加入」制度
　「厚生年金への地方議会議員の加入」にむけ、法整備の動き
が具体的になっています。全国市議会議長会等が働きかけ、自
民党は「地方議員年金検討プロジェクトチーム」で本格的に検
討、今国会で議員立法をめざすとも報道されています。
　昨年からマスコミ報道などの「お手盛り－議員年金復活
か！？」などの批判に対し、市議会議長会等は、「地方議会議
員のみを対象とした旧地方議会議員年金制度の「復活」を求め
るものではなく」、旧制度を廃止する法案審議における「附帯
決議」に基づくものであると説明しています。
　確かに、財政的な破たんが主な原因で 2011 年６月１日に制
度が廃止された「旧地方議会議員年金」制度と異なり、今回の
制度案は、地方議会議員を「厚生年金」に加入できるようにす
るものです。しかし、根拠とされる附帯決議では、新たな制度
の「検討に当たっては、地方議会議員の取り扱いについての国
民世論に留意」とも明記されています。旧地方議会議員年金制
度の負担が今後も続くなか、「新たな公費負担」に対する住民
の理解が得られる訳はありません。“ 事業主 ” は、自治体市民
であり、地方財政措置は国民負担に他ならないのです。

■問題は制度そのもの－「被用者年金」と「国民年金」との統合の課題
　2011 年の「地方議会議員年金制度の廃止」にあたり、東京・
生活者ネットワークは、「財政破綻が原因である制度廃止のため
に、多額の公費投入をすること」に対する是正を求めると同時に、

「年金の一元化」など、公的年金の抜本改正を主張してきました。
共済年金と厚生年金が一元化され、残された課題は「被用者年

金」と「国民年金」です。
　国民年金だけの議員が退職後の不安を抱え、そのことが「担
い手不足」につながっているとの主張があります。自民党の総
務会長は「年金が無い退職議員の窮状」を訴え、年金制度の再
考を促しましたが、そもそも、窮状に至るような国民年金（基
礎年金）そのものが問題であることは言うまでもありません。
　厚生年金加入者の受給額が、基礎年金＋厚生年金 ( 納付期間
や賃金に比例 ) で、月平均 15 万 4000 円であるのに対し、国民
年金だけの受給額は、基礎年金 ( 定額 ) で 5 万 7000 円。「国民
年金」だけでは、とても “ 老後の安心 ” にはなり得ないのです。
少子高齢社会において、「公的年金制度」そのものの抜本改正は、
避けては通れない問題、そして、暮らしの不安は議員だけの問
題ではないのです。
　私たち生活者ネットワークは、基礎年金（国民年金）の問題は、
早急に是正すべきであり、それこそが議会の果たすべき責任だ
と提案し続けます。
　そして、担い手問題については、改めて「議会とは、議員と
はどうあるべきか」という議論をする必要があることを付け加
えたいと思います。地方自治を担う二元代表制の一翼を担う議
会の役割として、報酬等もふくめ、どうあるべきなのか、批判
を恐れず、市民と共に議論すべきではないでしょうか。そして、
ライフステージの一時期、政治に参画することが有意義である
と思える文化をめざしたい－普通の市民として議会に参画し、
議員特権を解消し、議会改革をすすめてきた生活者ネットワー
クは考えます。

新たな議員年金問題

厚
生
年
金
へ
の

地
方
議
会
議
員
の
加
入
は
反
対
！

楾 

大
樹
／
1
9
7
5
年
生
ま
れ
。
ひ
ろ
し
ま
市

民
法
律
事
務
所
所
長
、
日
弁
連
憲
法
問
題
対
策
本

部
委
員
、『
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン 

憲
法
が
わ
か
る

46
の
お
は
な
し
』（
か
も
が
わ
出
版
）
著
者
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Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
撤
回
を

求
め
ま
す
！

　
　
　
　
　

　

米
軍
横
田
基
地
へ
の
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
計
画
は
２
０
１
５
年
当

初
、
２
０
１
７
年
後
半
に
配
備
を
開

始
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
３
月
に
は
要
員
不
足
を
理
由
に

２
０
２
０
年
に
延
期
す
る
と
発
表
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
４
月
３
日

に
突
然
今
年
の
夏
に
配
備
す
る
と
発

表
し
、
４
日
に
は
横
浜
市
の
米
軍
施

設
に
5
機
が
陸
揚
げ
さ
れ
、
5
日
横

田
基
地
へ
飛
来
し
ま
し
た
。
今
後
、

数
年
間
で
合
計
10
機
と
約
４
５
０
人

の
人
員
を
配
備
す
る
計
画
で
す
。

　

防
衛
省
は
3
月
中
に
情
報
を
得
て

い
ま
し
た
が
、
福
生
市
と
近
隣
自
治

体
へ
の
情
報
提
供
な
ど
は
な
く
、
住

民
を
蔑
ろ
に
す
る
国
の
や
り
方
に
は

憤
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
昨
年
8
月

に
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
重
大
事
故
率

が
、
普
天
間
基
地
に
配
備
さ
れ
る
前

に
政
府
が
公
表
し
て
い
た
も
の
よ
り

１
・
５
倍
に
増
加
し
た
と
の
発
表
も

あ
り
、
普
天
間
基
地
か
ら
度
々
横
田

基
地
へ
飛
来
す
る
オ
ス
プ
レ
イ
に

も
、
周
辺
住
民
の
不
安
は
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
５
日
、
横
田
基
地
第
5
ゲ
ー

ト
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
場

所
に
あ
る
福
生
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
所
に
い
た
私
は
、
大
き

な
音
に
驚
き
、
窓
か
ら
空
を
見
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
音
で
、
飛
来
し
た
の

は
オ
ス
プ
レ
イ
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ

に
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
時
、

機
体
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
市
民
か
ら
は
音
の
大
き
さ
へ
の

驚
き
と
不
安
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
に
続
き
、
４
月

10
日
に
は
羽
村
市
の
中
学
校
の
校
庭

に
、
降
下
訓
練
で
使
用
し
た
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
が
落
下
し
て
い
る
の
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
大
事
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
事
故
の
危
険
と
隣

り
合
わ
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

福
生
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
配
備
計
画
が
発
表
さ
れ
た

２
０
１
５
年
５
月
、「
武
力
に
依
る

平
和
は
あ
り
得
な
い
」
立
場
か
ら
、

市
に
対
し
て
「
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

の
横
田
基
地
配
備
に
反
対
す
る
要

請
」
を
行
な
い
、
配
備
撤

回
を
国
に
求
め
る
と
と
も

に
速
や
か
な
情
報
提
供
を

行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、

今
回
あ
ら
た
め
て
強
く
要

請
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

横
田
基
地
へ
の
配
備
計

画
撤
回
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
沖
縄
も
含
め
た
基
地

問
題
と
併
せ
て
、「
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
絶
対
反
対
！
」
の

声
を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

編集後記／東京都も出資する、東京メトロポリタンテレビジョン（MXテレビ）が、昨年 1月2日放送した「ニュース女子」（制作DHCテレビジョン）は、沖縄
の基地建設反対運動へのヘイトとデマに満ちたとんでもない内容だった。「沖縄への偏見をあおる放送をゆるさない市民有志」は、1月12日から今年 3月まで
34 回、MX前で、訂正と謝罪を求める定例抗議行動に取り組んだ。この間、BPO放送倫理委員会が「重大な放送倫理違反があった」としたこともあり、MXは、ニュー
ス女子の放送を3月末で終了した。一つの成果ではあるが、MXはいまだに訂正も謝罪もしていない。市民有志は、「歴史や現場に学び、事実を見極める力を鍛え、
デマやヘイトに気づいたら改める／改めさせる努力を、報道関係者のみならず自分たちにも課し、今後も続けていくことを表明」している。（上坂）

迫る開場、豊洲は大丈夫か？
東京・生活者ネットワーク都議会議員

山内れい子［国立市・国分寺市］

　
豊
洲
新
市
場
は
、
10
月
の
開
場
ま

で
半
年
を
切
り
、
急
ピ
ッ
チ
で
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
地
下
水
調

査
で
は
、
今
回
環
境
基
準
の
１
３
０

倍
の
ベ
ン
ゼ
ン
が
検
出
、
高
い
状
態

が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、
地
下

水
位
も
下
が
ら
な
い
。
ま
た
、
入
札

不
調
が
相
次
い
だ
た
め
、
工
事
の
遅

れ
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

観
光
拠
点
と
な
る
千
客
万
来
施
設
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
解
決
さ
れ
な
い

な
ど
、
期
日
が
迫
っ
て
く
る
な
か
、

い
ま
だ
に
問
題
が
噴
出
し
て
い
る
。

豊
洲
の
汚
染
対
策
は
大
丈
夫
か
？

　

小
池
知
事
就
任
後
、
豊
洲
新
市
場
に

「
盛
り
土
」
が
な
い
こ
と
が
発
覚
し
て

以
来
、
市
場
移
転
問
題
は
大
き
く
迷
走

し
、
都
議
会
は
、
特
別
委
員
会
や
百
条

委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
、
大
揺
れ
に

揺
れ
た
。
こ
の
間
、
公
文
書
の
管
理
や

情
報
公
開
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
次
々

と
問
題
が
発
覚
、
都
の
隠
ぺ
い
体
質
が

明
る
み
に
出
た
が
、
結
局
「
盛
り
土
な

し
」工
事
の
決
定
・
指
示
を
だ
れ
が
行
っ

た
の
か
は
、つ
い
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

盛
り
土
を
行
わ
ず
地
下
ピ
ッ
ト
を
つ

く
っ
た
こ
と
は
、
環
境
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
り
、「
変
更
届
」

で
は
な
く
、「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

や
り
直
し
」
を
行
う
べ
き
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
環
境
局
は
不
要
と
判
断

し
た
。
再
ア
セ
ス
に
よ
り
開
場
が
1
年

以
上
遅
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
は

な
い
か
と
の
疑
念
も
あ
り
、
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
環
境
ア
セ
ス
の
や

り
直
し
を
求
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
土
壌
の
無
害
化
を
あ
き
ら
め

て
、
盛
り
土
の
代
わ
り
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
追
加
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
し

か
し
、「
地
下
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
機

能
強
化
対
策
」
は
、
不
透
水
層
か
ら
の

汚
染
水
の
上
昇
に
は
対
応
で
き
ず
、
ま

た
大
地
震
に
よ
る
液
状
化
の
お
そ
れ
も

あ
っ
て
、
安
全
性
へ
の
懸
念
は
払
拭
で

き
な
い
。
今
回
の
対
策
工
事
だ
け
で
は

終
わ
ら
ず
、
際
限
な
く
汚
染
対
策
が
求

め
ら
れ
る
市
場
に
な
る
。
そ
も
そ
も
東

京
ガ
ス
工
場
跡
地
を
選
ん
だ
こ
と
が
問

題
の
根
源
で
あ
る
が
、
う
ご
め
く
政
治

家
の
思
惑
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
、
そ
の

経
過
も
闇
の
中
で
あ
る
。

築
地
の「
せ
り
」は
ど
う
な
る
の
か
？

　

築
地
で
事
業
を
続
け
た
い
と
考
え
て

い
る
事
業
者
は
、「
築
地
は
守
る
」
と

い
う
知
事
の
基
本
方
針
に
、築
地
が「
市

場
」
と
し
て
復
活
す
る
と
期
待
を
寄
せ

た
。
築
地
市
場
の
「
せ
り
」
は
、
観
光

資
源
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
具

体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
ず
、
知
事

は
今
年
に
な
っ
て
「
築
地
に
市
場
を
つ

く
ら
な
い
」
と
発
言
。
こ
の
方
針
転
換

に
、
事
業
者
の
期
待
は
怒
り
に
変
わ
っ

た
。
そ
の
後
の
議
論
を
見
て
も
、
再
開

発
の
中
身
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
行
く

の
か
、
見
通
せ
な
い
で
い
る
。

　

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
か
ね
て

か
ら
、
豊
洲
市
場
ほ
ど
巨
大
な
規
模
の

市
場
が
必
要
な
の
か
と
疑
問
を
呈
し
て

き
た
。
卸
売
市
場
の
取
引
量
は
す
で
に

減
少
し
て
お
り
、
今
後
の
人
口
減
少
、

魚
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
物
流
の

あ
り
方
を
考
え
る
と
、
取
引
量
が
過
大

に
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
新
た
な
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
市
場
の
議
論
が
必
要
で

あ
る
。

▲上：4月 13日、米軍横田基地を離陸し飛行するＣＶ22オスプレイ。写真：羽村平和委
員会提供
▲下：同日、米軍横田基地を離陸するＣＶ22オスプレイ。写真：市民提供

子どもを被ばくから守ろう！ 家族も、自分も！ 第 10回新宿デモ
5 月 12 日（土）13：00 ～　新宿駅東口・アルタ前広場　14：00 デモ出発　脱被ばく
実現ネット 090-8494-3856

沖縄「日本復帰」46年を問う　今夏、辺野古への土砂投入を許さ
ない！5.13集会
5 月 13 日（日）18：00 ～　南大塚ホール（大塚駅南口）　メインスピーカー：稲嶺進
500 円　沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック 090-3910-4140

講座　近代朝鮮民族運動の発生―「義兵戦争」にみる国際社会・
日本・同胞への「問い」
5 月 19 日（土）14：00 ～ 16：30　文化センター・アリラン閲覧室（東新宿駅）　講師：
槇蒼宇（シン・チャンウ）　1000 円　要予約 03-5272-5141　文化センター・アリラン

トーク&パレード　いらんじゃろう！上関原発～人も自然もいきものも
5月20日（日）13：30 ～　16：30 パレード出発　明治大学リバティタワー 8 階 1083 号室（御
茶ノ水駅）　ゲスト：アーサー・ビナード、橋本典子　1000 円、高校生以下無料　
予約優先 FAX03-3357-3801　上関原発どうするの？～瀬戸内の自然を守るために～

美ら海壊すな　土砂で埋めるな　5.26国会包囲行動
5 月 26 日（土）14：00 ～ 15：30　13：30 から音楽イベント　国会周辺（国会議事
堂前駅、永田町駅）　共催：基地の県内移設に反対する県民会議／「止めよう！辺野古
埋立て」国会包囲実行委員会／総がかり行動実行委員会 03-3526-2290

憲法フェスティバル　子どもたちの未来と憲法
5 月 26 日（土）13：00 ～ 16：45　ニッショーホール（日本消防会館）（虎ノ門駅、
神谷町駅）　出演：川口創、平松知子、青木理、菅野朋子、おおたか静流、Asu　
前売 1700 円、当日 2200 円、大学生 1000 円、障害者・付添人 各 1000 円、高校生以
下無料　実行委員会 03-5211-2111

福
生
・

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
議
会
議
員三

原
智
子

5.19 専門家と市民による豊洲会議
～安全・安心な新市場の実現のため、
SDGs（持続可能目標）の目線から考える

■第一弾「汚染物封じ込めで地質汚染
は大丈夫か⁉」
■ 5 月 19 日（土）14：00 ～ 16：30
開場 13：30
■朝日新聞社東京本社 2階読者ホール

（築地市場駅、東銀座駅、築地駅）
■主催者あいさつ：寺西俊一（一橋大
名誉教授・日本環境会議）／コーディネー
ター：石井徹（朝日新聞編集委員）／
特別講演：楡井久（地質汚染診断士・
地層液流動化診断士）／基調報告：水
谷和子（一級建築士）／問題提起：藤
原寿和（化学物質問題市民研究会）／
質疑討論
■資料代 500 円
■主催：「専門家と市民による築地市場
の豊洲移転検証会議」実行委員会　
080-4868-7388（藤原）

お知らせ

街頭で都議会報告をする東京・生活
者ネットワーク都議の山内れい子

●
在
日
米
軍
は
４
月
３
日
、
墜
落
な
ど
重
大
事
故

が
相
次
い
で
い
る
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基

地
配
備
を
突
然
発
表
。
都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
は
、

横
田
等
基
地
の
縮
小
・
返
還
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

計
画
の
撤
回
を
求
め
て
き
た
。
都
知
事
に
宛
て
４

日
、
東
京
都
と
し
て
都
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

日
米
両
政
府
に
対
し
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回

を
求
め
る
よ
う
強
く
要
請
し
た
。


